
 
 
 
 

 

 
■ 視点場 

一関市本寺地区 

■ 視対象 

イグネに囲まれた屋敷構え 

■ 選んだ理由 

防風林としての機能を持つイグネの中に直屋形式の大型主屋と附属屋が並び、周囲には便所・土蔵などの建物

が配置された散居の形態が維持されている。 

 

一関市本寺地区から見るイグネに囲まれた屋敷

構えの景観 


